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はじめに



こんなところから始まりました・・・

立教大学 文教大学×
特殊教育・・・教育
学・心理学・医学を学
ぶ教育。すげぇ～な



障害を持つアメリカ人法(Americans with 
Disabilities Act of 1990)

 公民権法(1964)は、人種（race）、
肌の色（color）、信仰（religion）、
性別（sex）または出身国
（national origin）による差別を禁
止したが、障害者への差別を禁止
する規定はなかった。

 ADAの成立により、障害者も同様
に差別が禁止された。

 2008年に改正法が議会を通過し、
2009年から施行されている。



時は1990年・・・、カリフォルニア州・バー
クレー市にて

 バークレー自立生活センターの副所長(当時)
ジュディー・ヒューマン氏。

ジュディー「バークレーの町を、私たちと一緒に回りませ

んか?」
日本の関係者「団体旅行で他の人達も一緒だから・・・」



人権と社会

ノーマライゼーションと障害者







“Christmas In Purgatory:
A Photographic Essay On Mental 
Retardation”
煉獄のクリスマス(1966)
バートン・ブラット

http://www.disabilitymuseum.org/l
ib/docs/1782card.htm

下記URLはリンクを張っていますので、クリックすれば、
ペーシに飛びます

http://www.disabilitymuseum.org/lib/docs/1782card.htm


ノーマライゼーション理念の展開

 自立生活運動(IL: Independent Living)へ
1)障害者の人権

2)自己決定権

 「完全参加と平等」から共生社会の実現へ



「障害者の権利条約」から「障害者差別解消法」へ

権利と合理的配慮



障害者の権利に関する条約

 「国連障害者の権利条約(Convention on the 
Rights of Persons with Disabilities)2006年採択」

 障害（身体障害、精神障害及び知的障害）の
ある人の尊厳と権利を保障するための国際的
な人権条約

 日本は2007年に署名、2014年1月20日、批准書
を国連に提出し、140番目の締約国となった。

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jinken/index_shogaisha.html

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jinken/index_shogaisha.html


障害を理由とする差別の解消の推進
に関する法律
 平成25年6月19日に可決、成立。平成28年4月1日
から施行。

 障害者基本法第四条「差別の禁止」の規定を
具体化する目的。

 合理的配慮をしないことは差別にあたる。

 公共機関や民間企業に対し、障害を理由と
した不当な差別的取り扱いを禁じ、過重負
担にならない限り、施設のバリアフリー化
を進めるなどの合理的配慮を求める内容。

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html


障がいのある人もない人も共に生きる新潟
市づくり条例(施行：平成28年4月1日)

 「差別解消法」の「上乗せ」・「横出し」条例

 障がいのある人からの意思表示があった場合だ
けではなく、周りの人が合理的配慮を必要とし
ていることに気付いた場合にも、合理的配慮の
発生要件となる。

 民間事業者に対しても、法的義務としている。

https://www.city.niigata.lg.jp/iryo/shofuku/oshiras
e/tomoniikirujyourei.html

https://www.city.niigata.lg.jp/iryo/shofuku/oshirase/tomoniikirujyourei.html


合理的配慮(reasonable accommodation)とは

 「障害者の権利に関する条約」の中では

「合理的配慮」とは、障害者が他の者と平等
に全ての人権及び基本的自由を享有し、又は
行使することを確保するための必要かつ適当
な変更及び調整であって、特定の場合におい
て必要とされるものであり、かつ、均衡を失
した又は過度の負担を課さないものをいう。



鉄棒で遊ぶ・・・・



鉄棒で遊ぶ・・・

届かな
い・・・



鉄棒で遊ぶ・・・



「権利」を伝える力
 合理的配慮は、「権利」の行使に際して、必要とされる
ものである。

 建物へのアクセスを保障するために設置されるスロープ
は、その建物への利用が必要な人にとっては、合理的配
慮になり得るが、そうでない人にとっては合理的配慮で
はない。

 つまり、合理的配慮は個別に検討されるべきものである。
したがって、個別に必要とされるものを伝える力を身に
つけさせていくことは、教育における重要なミッション
です。

本人以外が「○○することが、合理的配慮です」 →
こう言ってしまうことが、そもそもが問題です。



権利擁護(advocacy)という考え方

 自身の権利を伝える事が難しい人の代わりに、その権利
を伝える・・・。

 権利を擁護するためには、その人が求めていることを理
解していることが求められるのだが・・・これが実はと
ても難しい。

「この子は、オレンジジュースが飲みたいのです。」
果たして、本当にそうですか?



権利を守るために



Parsons & Reid(1990)の研究

 対象

5人の最重度の知的障害成人(平均の知的発達年齢2歳未

満)言語能力については、「～をとって」の要求に応じ

ることが出来る。

 方法

2種類の食べ物を目の前で6等分し、それを小分けに

した一対をまず味見。その後残りのペアについて好き

な方を選択して食べるように指示した。

 結果

対象者は選択肢の内容に応じて一方だけを選んだり、
適度に分散して一定の嗜好パターンを示した。

Parsons and Reid (1990)  Assessing food preferences among persons with profound mental 
retardation: providing opportunities to make choices. J Appl Behav Anal,23(2),183–195. 



一つずつ味見をして、好きな方を選ぶ

Parsons & Reid(1990)の研究では



「誰」が選択しているか?

 Parsons & Reid(1990)の研究では、対象

者はあくまでその選択内容を供給者に
よってコントロールされているに過ぎ
ないのではないか・・・

 もし選択肢の対象物が、本人にとって
好ましくない物であっても強制的に選
ばなければならないのではないか?

これは本当に「自己選択」していると言えるのか?
権利の問題を考える上ではとても重要な視点である。



そこで望月(1998)は・・・
 ９名の知的障害(最重度あるいは聴覚障害を
重複しているものも含む)

 Parsons & Reid(1990)の選択決定の研究手続き
をもとに選択(例えば「カップケーキ」と
「ようかん」)について検討。ただし「他の
もの」と言う選択肢が加えられた。

 １年にわたって、「他のもの」も含む選択行
動の形成が指導された。

結果は、「他のもの」の選択が多く見られた。

自己選択には、機会（社会）と技能（本人）が必
要なのです・・・



一つずつ味見をして、好きな方を選ぶ

他のもの他のもの



重度の知的障害があるから・・・

 重度の知的障害がある人達は、自分の権利を自分で守る
ことは、果たして出来ないのだろうか?

 自分の生活を、豊かに送ることは出来ないのだろうか?

もしかしたら、単に指導の機会も、それを行使
する機会も与えられていないだけではないか。
そんなことが、これから議論になるはずです。



「共に生きる」ために対話のある社会に

おわりに



有川研究室
E-Mail : arikawa@ed.niigata-u.ac.jp
Twitter: https://twitter.com/aripiyon
Facebook :https://www.facebook.com/arikawa.hiroyuki
HP :  http: / /ar ichannel. jp/

本日使用したパワポのPDFを、1週間

だけホームページの「研修資料」
http:/ /ar ichannel. jp/research-
program/lecture-meeting/
にアップしておきます。ダウン
ロードは自由です。

研究室公認ゆるキャラ
あり犬

http://arichannel.jp/
http://arichannel.jp/research-program/lecture-meeting/
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